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ダイナミクスの観測
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平均構造としての観測
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硬X線領域の

コヒーレントX線を利用した研究
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Time correlation: I(Q, t)=|F(Q, t)|2
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I(Q, t) = Idet(Q, t)/ Imon(Q, t)

Autocorrelation function

Remarkably large fluctuation 
only near Tco

g2(t)-1 ∝ exp(-t/tc)

tc ～ 20 s

The domain fluctuation is

ドメイン状態の揺らぎ観測には成功したが、電荷そのものの観測は、
コヒーレントＸ線のフラックス不足のため出来ていない。

substrate

B phase

A phase

Structure and dynamics 

S(Q,w)

F(Q, t)

Electronic excitation

Domain dynamics

Orbital, spin, charge, lattice …

Orbiton, magnon, …IXS

XPCS D
y
n
a
m

ic
s
 i
n
 m

u
lt

i-
ti

m
e
 s

c
a
le

Time

Space

1nm1mm

Phonon, Magnon

X-ray

Neutron

~nm phase separation

~mm phase separation

Domain wall

Orbiton

XPCS

将来光源

Gigantic Response in SCES

Domain dynamics of 
charge, orbital, spin states …

基礎科学としてだけでなく、
デバイスなどへの応用に向けても重要

現状

コヒーレントな光

SPring-8など第3世代光源
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ドメインの静的・動的状態の観測 スローなドメインダイナミクスの解明へ
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競合する2相 顕著な物性
巨大な外場応答

超伝導
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巨大磁気抵抗効果

AF/CO FM/Metal
相分離・2相共存

CO-Stripe vs. SC 

巨大応答の発現機構
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結晶構造上で
の電子状態（電荷・軌道・スピン）の多様な振舞

多彩かつ新奇な物性の発現

静的な結晶・電子構造の解明の重要性

物質内での格子・電子状態の振舞の解明

ダイナミクス研究の重要性

巨大応答現象の物理

電子ドメインの静的・動的状態
の解明の重要性

We can use coherent x-ray !

But…    the intensity was reduced from 1013 to 108-9 (cps)

コヒーレントＸ線回折

コヒーレントＸ線回折によるドメインの観測

通常（インコヒーレント）Ｘ線回折

Valence fluctuation状態観測の試み Eu3S4

H. Nakao et al., AIP Conf. Proc. 1234, 935 (2010) .

K.Ohwada et al., PRB 83 (2011) 224115 もっと、コヒーレント光を！

将来光源への期待 例えば、界面状態の解明を目指して

機能発現のフロンティア

Dynamics:
S(Q,w), F(Q, t)

コヒーレントＸ線
＋ Ｘ線非弾性散乱 手法

さらに、

ナノビームを用いたスキャンでなく
活性サイトのイメージングの可能性

反応状態そのもののイメージングか？

時間、空間コヒーレンスの高い
将来光源への大きな期待！

軟X線領域の

コヒーレントX線を利用した研究

K.Ohwada et al., PRB 83 (2011) 224115

Photon Factoryでの最近の研究進展、山﨑裕一氏の講演参照のこと。


